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アグリコクーンのミッション

ワクワクする研究を
したい
知りたい

お願いしたい

アグリコクーンは
皆さんの希望におこたえし、
新たな農学の知をつくる

お手伝いをします



アグリコクーンの機能

研究 教育

発信 連携交流



大学院生の教育・研究ステージ
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農学生命科学研究科は連携の中心に
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キーワード

マネジメントコミッティ（ＭＣ）

農学21世紀コロキアム（ＡＣＴ）

フォーラムグループ（ＦＧ）

ＡＣＴワークショップシリーズ（ＡＣＴＸ）

ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾗﾑﾆｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰｸﾞﾙｰﾌﾟ（ＢＡＧ）

ゼミナール

産学官民連携室



マネジメントコミッティ

機構運営委員会

農学部運営諮問会議

学生オブザーバー



農学21世紀コロキアム（ＡＣＴ）
フォーラムグループの集合体

食の安全・安心ＦＧ
（15名：生、化、水、経、応動、獣）

農学におけるバイオマス利用研究ＦＧ
（10名：応工、林、経、工、材、農場）

国際農業と文化ＦＧ
（11名：国際）

生物多様性・生態系再生ＦＧ
（14名：生圏）



ACTX：ACTワークショップシリーズ

ＡＣＴ１ アグリコクーン発足式

ＡＣＴ２ 成熟社会の食の行方【国際シンポ】

農学生命科学研究科とフランス国立農学院パ
リ・グリニョン校との国際交流協定（延長）記念
シンポジウム

ＡＣＴ３ 食の安全と健全の確保に向けた疫
学の展開【国際シンポ】

狂犬病や口蹄疫を対象



ＢＡＧ：ビジネスアラムニアドバイザリーグループ

同窓生、関係産業界の協力支援

産学官民連携の窓口

相互交流を組織化する手掛かりに

学生の研修先



「食の安全ゼミナール」の構成

食の安全ゼミナールⅠ＆Ⅳ

学際的オムニバス講義（経済、獣医、化学）

食の安全ゼミナールⅡ＆Ⅴ

演習：外部講師招聘、学生のＡＣＴＸ参画、合同
研究発表

食の安全ゼミナールⅢ＆Ⅵ

実習：企業・研究所での研修（夏休み）



食の安全ゼミナールⅠ＆Ⅳ 集中講義

2月13日（月）
フードシステムと食品安全への懸念／食品安全行政の枠組み
／費用便益分析の基礎と食の安全に対する支払意思額の計測
方法

2月14日（火）
産業動物の衛生と食の安全／食品衛生と食中毒

2月15日（水）
BSEのサイエンス／BSEのリスク評価

2月20日（月）
食品の二面性－機能性と有害性／生活習慣病の原因としての
食品：その不安全性を探る／食品と重金属

2月21日（火）
食品のアレルギー誘発性評価／栄養素摂取量と安全性－タン
パク質・アミノ酸を中心に－／ニュートリゲノミクスによる食品の
機能性・安全性評価法



アグリコクーン参加のメリット

産学官民連携室（3号館105A）の事務的サポート

関連ゼミナールの資料作成補助

実習の準備・連絡業務

ワークショップ開催における連絡、資料作成、広報、渡
航手配など

ホームページ作成・助言

インターネットを活用した情報発信と情報収集

財政的サポート

ワークショップやシンポジウムの開催資金

・演習における非常勤講師の謝金



お問い合わせはこちらへ

産学官民連携室

電話 内線２８８８２ （０３－５８４１－８８８２）

ＦＡＸ 内線２８８８３ （０３－５８４１－８８８３）

Email: office@agc.a.u-tokyo.ac.jp
http://www.agc.a.u-tokyo.ac.jp
農学部３号館１階１０５Ａ号室

（学生サービスセンター隣）

mailto:office@agc.a.u-tokyo.ac.jp
http://www.agc.a.u-tokyo.ac.jp/
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